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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　術部を観察する観察部もしくは術部を処置する電動駆動部を有する手術装置と、
　術部を観察する観察光学系を有する手術用顕微鏡と、
　この手術用顕微鏡を滅菌状態で覆う滅菌カバーと、
　前記手術用顕微鏡の鏡体部に設けられ、前記手術装置に電源もしくは電気信号を供給す
る電気的な接続部と、
　前記手術装置と前記接続部との間に配置され、前記手術装置と前記接続部とを電気的に
接続可能な接点部を有する接続手段とを具備し、
　前記接続手段は、
　前記滅菌カバー外に配置され、前記手術装置が着脱可能に接続される第１の取付部と、
　前記滅菌カバー内に配置され、前記手術用顕微鏡の接続部に対して着脱可能に接続され
るとともに、前記手術用顕微鏡の接続部に接続された状態で該手術用顕微鏡から外れない
ように固定する取付手段を有した第２の取付部と
　を有することを特徴とする手術システム。
【請求項２】
　術部を観察する観察部もしくは術部を処置する電動駆動部を有する手術装置と、
　術部を観察する観察光学系を有する手術用顕微鏡と、
　この手術用顕微鏡を滅菌状態で覆う滅菌カバーと、
　前記手術用顕微鏡の鏡体部に設けられ、前記手術装置に電源もしくは電気信号を供給す
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る電気的な接続部と、
　前記手術装置と前記接続部との間に配置され、前記手術装置と前記接続部とを電気的に
接続可能な接点部を有する接続手段とを具備し、
　前記接続手段は、
　前記滅菌カバー外に配置され、前記手術装置が着脱可能に接続されるとともに、前記手
術装置が接続された状態では前記接続手段から前記手術装置が外れないように固定する第
１の取付手段を有した第１の取付部と、
　前記滅菌カバー内に配置され、前記手術用顕微鏡の接続部に対して着脱可能に接続され
るとともに、前記手術用顕微鏡の接続部に接続された状態で前記手術用顕微鏡から外れな
いように固定する第２の取付手段を有した第２の取付部と
　を有することを特徴とする手術システム。
【請求項３】
　前記接続手段に前記手術装置を取り付けた状態で前記手術用顕微鏡の接続部と前記第２
の取付部との両者を固定する取付手段の操作を制限する制限手段を設けたことを特徴とす
る請求項１または請求項２に記載の手術システム。
【請求項４】
　前記手術用顕微鏡の接続部に前記接続手段を接続したとき、前記接続部と前記接続手段
との間に前記滅菌ドレープを挟み込む状態で該滅菌ドレープを固定する滅菌保持手段を有
することを特徴とする請求項１、請求項２または請求項３に記載の手術システム。
【請求項５】
　前記接続手段に前記滅菌ドレープが一体的に設けられていることを特徴とする請求項１
、請求項２または請求項３に記載の手術システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、電動駆動される手術装置を用いて、術部を観察もしくは処置を手術用顕微鏡
下で行う手術システムに関する。
【０００２】
【従来の技術】
近年、手術用顕微鏡と、他の医療器具とを併用する手術用顕微鏡システムが開発されてい
る。例えば、手術用顕微鏡の観察下で、手術用顕微鏡では観察できない死角部分を観察す
る内視鏡を併用したり、或いは手術用顕微鏡と術部の処置を行う、例えば電気メスなどの
手術装置とを併用する手術用顕微鏡システムなどがある。
【０００３】
ところで、手術中は、術部近傍は清潔な清潔領域で保持される。ここで、手術装置の電源
部は一般的には不潔領域であり、術部から遠く離れた位置に配置されていることが普通で
ある。
【０００４】
また、一般に手術中に使用される手術用顕微鏡はそれ自体が滅菌、消毒することが難しい
。そのため、術部近傍の鏡体部外表面の滅菌を確保するため、不潔領域の鏡体部全体を覆
うカバーである滅菌ドレープを装着して使用される。そして、手術用顕微鏡の観察下で、
内視鏡や処置具などの術具を術部に挿入し、これらの術具を操作して観察もしくは処置と
いう医療行為を行う場合には、術具を術者が手で保持して、顕微鏡観察下（光学観察下）
で術部へ誘導する。
【０００５】
さらに、手術の進行状態により、一時的に術具を使用しない場合や、顕微鏡の鏡体部の位
置および観察方向を変更する場合には、術部での作業空間の確保、および顕微鏡操作を行
い易くするため、術具は術部から遠ざける、もしくは簡単に手術用顕微鏡から分離できる
ことが望ましい。
【０００６】
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例えば、特開２０００－２１０３０２号公報（第１の先行例）には、手術用顕微鏡と電動
駆動される手術装置を併用する手術システムが開示されている。この手術システムでは、
手術用顕微鏡の内部に手術装置へ電源を供給する信号線が配置されている。そして、手術
用顕微鏡の鏡体部には、手術装置の電気コードのコネクタ部が電気的に接続可能な電気的
接続部が設けられている。
【０００７】
そして、第１の先行例の手術システムでは、術部近傍の清潔領域で使用される手術装置の
電気コードのコネクタ部と、不潔領域に配置されている手術用顕微鏡の鏡体部の電気的接
続部とを接続することで、手術装置に電源が供給される。従って、一般的に、術部から遠
い不潔領域に配置されている手術装置の電源部に手術装置の電気コードのコネクタ部を直
接接続する必要がないため、手術装置を使用する際の電気コードのコネクタ部の接続作業
を術者一人で行え、手術装置のセットアップ作業は容易である。
【０００８】
また、特開２００１－２０８９７８号公報（第２の先行例）には、手術用顕微鏡とこの手
術用顕微鏡の死角を観察する補助観察手段（ファイバースコープ）を併用する手術用顕微
鏡システムが開示されている。この手術用顕微鏡システムでは、手術用顕微鏡の死角を観
察する補助観察手段のコネクタ部が、滅菌可能なアダプターを介して不潔領域の手術用顕
微鏡の鏡体部に接続される構成が示されている。これにより、清潔領域の補助観察手段が
、不潔領域の手術用顕微鏡の鏡体部と空間的に分離、且つ光学的に接続可能な構成となっ
ている。
【０００９】
そして、第２の先行例の手術用顕微鏡システムでは、術部近傍の清潔領域で使用され、滅
菌を保つ必要のある補助観察手段であるファイバースコープのコネクタ部と、不潔領域の
手術用顕微鏡とが滅菌可能なアダプターを介して接続されるため、補助観察手段と手術用
顕微鏡とが直接接触することはない。そのため、手術中に補助観察手段を着脱しても、補
助観察手段の滅菌状態は常に確保されるようになっている。
【００１０】
【発明が解決しようとする課題】
上記第１の先行例の手術システムでは、手術用顕微鏡の電気的接続部に、術具である電気
メスのコネクタ部を直接接触させることで、電気的接続を達成する構成である。そのため
、術具を手術用顕微鏡に取り付けると、手術用顕微鏡と術具のコネクタ部との接触部が不
潔となる。したがって、手術用顕微鏡に取り付けた術具を手術中に取外すことができない
ので、手術用顕微鏡の鏡体部の位置を移動させる場合には、電気メスを手で保持しながら
鏡体部の位置を移動させる必要がある。そのため、手術用顕微鏡の鏡体部の位置を移動さ
せる操作が非常に操作しにくい問題がある。
【００１１】
また、手術中、電気メスをしばらく使用しない場合でも、術者は電気メスのコネクタ部を
手術用顕微鏡の電気的接続部から取り外すことなく、術部近傍に電気メスを配置した状態
で手術作業を行う必要がある。そのため、電気メスの電気コードなどが手術の邪魔になる
問題がある。
【００１２】
さらに、手術用顕微鏡の電気的接続部から電気メスのコネクタ部を取り外した場合には、
コネクタ部の不潔部分が清潔な術部に露出されることになる。そのため、術者は手術用顕
微鏡の鏡体部や術者自身に不潔部分を触れないように扱う必要があるので、術中の術者の
操作が非常に煩わしい問題がある。
【００１３】
また、第２の先行例の手術用顕微鏡システムでは、上記問題を解決すべく、滅菌可能なア
ダプターを介して超音波プローブ（術具）や、内視鏡などの補助観察手段（術具）のコネ
クタ部と手術用顕微鏡とを接続することにより、清潔領域の術具のコネクタ部と不潔領域
の手術用顕微鏡との間を空間的に分離し、且つ光学的に着脱自在な構成としている。その
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ため、アダプターと補助観察手段である内視鏡のコネクタ部との接触部は清潔な状態で保
持されているので、術者が手術用顕微鏡を操作する際に、補助観察手段である内視鏡のコ
ネクタ部を手術用顕微鏡から取り外す場合にアダプターと補助観察手段である内視鏡のコ
ネクタ部とを分離しても、内視鏡における手術用顕微鏡の鏡体部側との接続部であるコネ
クタ部の近傍の滅菌状態は確保される。
【００１４】
しかしながら、第２の先行例においては、手術用顕微鏡に設けられた信号線の伝達部が超
音波プローブのコネクタ部に接触することにより、電気信号を伝達する構成であるため、
第１の先行例と同様に超音波プローブのコネクタを手術用顕微鏡に取付けると、コネクタ
における手術用顕微鏡との接触部が不潔となる。したがって、手術用顕微鏡から超音波プ
ローブのコネクタを取り外した際に、コネクタの不潔部分が露出するため、第１の先行例
と同じ問題がある。
【００１５】
また、同様に一般に用いられる電子内視鏡などの電気的な接続部を有する補助観察装置に
おいても、電子内視鏡と手術用顕微鏡の接続部の滅菌は確保できない問題がある。
【００１６】
　本発明は上記事情に着目してなされたもので、その目的は、電気的な接続部を有する内
視鏡もしくは処置具などの術具を手術用顕微鏡に着脱しても、術具および手術用顕微鏡の
鏡体部近傍の滅菌が確実にできる手術システムを提供することにある。
【００１７】
【課題を解決するための手段】
　本請求項１の発明は、術部を観察する観察部もしくは術部を処置する電動駆動部を有す
る手術装置と、術部を観察する観察光学系を有する手術用顕微鏡と、この手術用顕微鏡を
滅菌状態で覆う滅菌カバーと、前記手術用顕微鏡の鏡体部に設けられ、前記手術装置に電
源もしくは電気信号を供給する電気的な接続部と、前記手術装置と前記接続部との間に配
置され前記手術装置と前記接続部とを電気的に接続可能な接点部を有する接続手段とを具
備し、前記接続手段は前記滅菌カバー外に配置され前記手術装置が着脱可能に接続される
第１の取付部と、前記滅菌カバー内に配置され前記手術用顕微鏡の接続部に対して着脱可
能に接続されるとともに前記手術用顕微鏡の接続部に接続された状態で該手術用顕微鏡か
ら外れないように固定する取付手段を有した第２の取付部とを有することを特徴とする手
術システムである。
【００１８】
　本請求項２の発明は、術部を観察する観察部もしくは術部を処置する電動駆動部を有す
る手術装置と、術部を観察する観察光学系を有する手術用顕微鏡と、
　この手術用顕微鏡を滅菌状態で覆う滅菌カバーと、前記手術用顕微鏡の鏡体部に設けら
れ前記手術装置に電源もしくは電気信号を供給する電気的な接続部と、前記手術装置と前
記接続部との間に配置され前記手術装置と前記接続部とを電気的に接続可能な接点部を有
する接続手段とを具備し、前記接続手段は、前記滅菌カバー外に配置され前記手術装置が
着脱可能に接続されるとともに前記手術装置が接続された状態では前記接続手段から前記
手術装置が外れないように固定する第１の取付手段を有した第１の取付部と、前記滅菌カ
バー内に配置され前記手術用顕微鏡の接続部に対して着脱可能に接続されるとともに前記
手術用顕微鏡の接続部に接続された状態で前記手術用顕微鏡から外れないように固定する
第２の取付手段を有した第２の取付部とを有することを特徴とする手術システムである。
【００１９】
　そして、本請求項１、２の発明では、滅菌カバーで手術用顕微鏡を滅菌状態で覆った状
態で、手術装置の電動駆動部に電源もしくは電気信号を供給する場合には接続手段と手術
装置との間を滅菌カバー外の第１の取付部を介して着脱可能に接続する。さらに、手術用
顕微鏡の接続部と接続手段との間を滅菌カバー内の第２の取付部を介して着脱可能に接続
する。このとき、手術装置と接続部との間に介設された接続手段の接点部によって手術装
置と接続部との間を電気的に接続する。これにより、手術用顕微鏡の接続部から接続手段
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を介して術部を観察もしくは処置するなどの医療行為を行う手術装置に電力を供給する。
この状態で、術者は手術装置を手術用顕微鏡観察下で術部に誘導し、手術装置で術部を観
察、もしくは処置するなどの医療行為を行う。また、術者が手術装置を使用しない場合や
、手術用顕微鏡を移動させる際には、手術装置を接続手段から取り外しても、手術装置の
滅菌は確保されるようにしたものである。
【００２０】
　本請求項３の発明は、前記接続手段に前記手術装置を取り付けた状態で前記手術用顕微
鏡の接続部と前記第２の取付部との両者を固定する取付手段の操作を制限する制限手段を
設けたことを特徴とする請求項１または請求項２に記載の手術システムである。
【００２１】
　本請求項４の発明は、前記手術用顕微鏡の接続部に前記接続手段を接続したとき、前記
接続部と前記接続手段との間に前記滅菌ドレープを挟み込む状態で該滅菌ドレープを固定
する滅菌保持手段を有することを特徴とする請求項１、請求項２または請求項３に記載の
手術システムである。
【００２２】
　本請求項５の発明は、前記接続手段に前記滅菌ドレープが一体的に設けられていること
を特徴とする請求項１、請求項２または請求項３に記載の手術システムである。
【００２３】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の第１の実施の形態を図１乃至図３を参照して説明する。図１は手術室内に
配設された本実施の形態の手術システム全体の概略構成を示すものである。図１中で、１
は手術用顕微鏡、２は手術用のベッドである。手術用顕微鏡１はベッド２上の患者Ｈの手
術部位、つまり術部を拡大観察する観察光学系を有する鏡体部３と、鏡体部３を３次元的
に移動・固定可能なアーム４と、架台部５とで主に構成されている。さらに、架台部５に
は電力を供給する電力供給部６が接続されている。
【００２４】
また、鏡体部３の下面には対物光学系３ａが配設されている。さらに、図２に示すように
この鏡体部３の外周壁面には外部機器接続部７が設けられている。この外部機器接続部７
には鏡体部３の外周壁面から外側に突出された凸部７ａが設けられている。この凸部７ａ
の先端面には円形状の取付穴８が形成されている。
【００２５】
さらに、取付穴８の内底面には電気接続用の２つの円筒穴状の接点（電気的な接続部）９
ａ，９ｂが設けられている。これらの接点９ａ，９ｂには手術用顕微鏡１の内部に挿通さ
れているケーブル１０の一端部が接続されている。このケーブル１０の他端部は電力供給
部６に接続されている。
【００２６】
また、外部機器接続部７の凸部７ａの先端面には取付穴８の周囲に複数のピン逃げ穴１１
が形成されている。これらのピン逃げ穴１１は取付穴８の同心円上に配置されている。さ
らに、凸部７ａの下面には取付穴８の中心線と略直交する方向に向けてねじ穴部１２が穿
設されている。このねじ穴部１２には下から取付ねじ１３が螺着されている。
【００２７】
また、本実施の形態の手術用顕微鏡１には鏡体部３の外周面全体を覆うカバーである滅菌
ドレープ１４が装着されている。この滅菌ドレープ１４は例えばビニールなどの材質から
なり、鏡体部３からアーム４の先端部を覆う状態で装着されている。さらに、滅菌ドレー
プ１４には鏡体部３の取付穴８と対応する位置にこの取付穴８と略同じ大きさの開口部１
５が形成されている。
【００２８】
また、本実施の形態の手術システムでは手術用顕微鏡１と併用する他の医療器具として術
部を処置する滅菌可能な術具である電気メス（手術装置）１６が設けられている。この電
気メス１６の内部には図示しない電動駆動部が設けられている。この電気メス１６の基端
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部には電動駆動部に電源を供給する電気ケーブル１７の一端が接続されている。この電気
ケーブル１７の他端にはコネクタ部１８が一体的に設けられている。
【００２９】
このコネクタ部１８には鏡体部３の取付穴８と略対応する形状に形成されたコネクタ部本
体１８ａが設けられている。このコネクタ部本体１８ａの先端面には電気接続用の２つの
接点ピン１９ａ，１９ｂが突設されている。これらの接点ピン１９ａ，１９ｂは鏡体部３
の取付穴８の２つの接点９ａ，９ｂと対応する位置に配置されている。また、各接点ピン
１９ａ，１９ｂは電気ケーブル１７を介して電気メス１６内の図示しない電動駆動部に接
続されている。さらに、このコネクタ部本体１８ａの外周面には先端部側に略円錐形状の
係合凹部２０が形成されている。
【００３０】
また、電気メス１６のコネクタ部１８と手術用顕微鏡１の外部機器接続部７との間には接
続アダプター（接続手段）２１が介設されている。この接続アダプター２１には電気的導
通が不可能な材質から成るアダプター本体部２２が設けられている。このアダプター本体
部２２には鏡体部３の凸部７ａの外径と略同じ大きさの大径な第１の取付部２２ａと、鏡
体部３の取付穴８の内径と略同じ大きさの小径な第２の取付部２２ｂとが設けられている
。
【００３１】
また、第１の取付部２２ａの端面には鏡体部３の取付穴８と同じ大きさの円形状の取付穴
２３が形成されている。さらに、この取付穴２３の内底面には電気接続用の２つの円筒穴
状の接点（接点部）２４ａ，２４ｂが設けられている。これらの接点２４ａ，２４ｂは電
気メス１６のコネクタ部１８の２つの接点ピン１９ａ，１９ｂと対応する位置に配置され
ている。
【００３２】
さらに、第１の取付部２２ａの下面には取付穴２３の中心線と略直交する方向に向けてね
じ穴部２５が穿設されている。このねじ穴部２５はコネクタ部本体１８ａの係合凹部２０
と対応する位置に配置されている。また、このねじ穴部２５には下から取付ねじ２６が螺
着されている。この取付ねじ２６の先端部はコネクタ部本体１８ａの係合凹部２０内に挿
入される状態で係合されるようになっている。
【００３３】
また、接続アダプター２１の第２の取付部２２ｂは電気メス１６のコネクタ部１８と略同
じ構造に形成されている。すなわち、第２の取付部２２ｂの先端面には電気的導通が可能
な材質の電気接続用の２つの接点ピン（接点部）２７ａ，２７ｂが突設されている。これ
らの接点ピン２７ａ，２７ｂは鏡体部３の取付穴８の２つの接点９ａ，９ｂと対応する位
置に配置されている。また、各接点ピン２７ａ，２７ｂの基端部は円筒穴状の接点２４ａ
，２４ｂとそれぞれ接続されている。さらに、この第２の取付部２２ｂの外周面には先端
部側に略円錐形状の係合凹部２８が形成されている。
【００３４】
また、接続アダプター２１には第１の取付部２２ａと第２の取付部２２ｂとの間の段差部
に固定ピン２９が同心円上に複数突設されている。各固定ピン２９の先端部には、円錐形
状部２９ａが形成されている。そして、接続アダプター２１の第２の取付部２２ｂが鏡体
部３の取付穴８に取付けられる際には各固定ピン２９の円錐形状部２９ａが滅菌ドレープ
１４を貫通して取付穴８の周囲のピン逃げ穴１１に挿入されるようになっている。なお、
滅菌ドレープ１４の開口部１５は、接続アダプター２１の第２の取付部２２ｂの外径寸法
より大きく、かつ接続アダプター２１の第１の取付部２２ａと第２の取付部２２ｂとの段
差部の固定ピン２９の配置円より小さい形状（大きさ）に設定されている。
【００３５】
次に、上記構成の作用について説明する。本実施の形態の手術システムの使用時には、ま
ず、手術用顕微鏡１の鏡体部３全体およびアーム部４の一部を覆うように滅菌ドレープ１
４を被せる。そして、滅菌ドレープ１４の開口部１５を鏡体部３の取付穴８に位置合わせ
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した状態で、電気メス１６のコネクタ部１８を滅菌された接続アダプター２１を介して手
術用顕微鏡１の鏡体部３における外部機器接続部７に接続させる作業が行なわれる。この
とき、鏡体部３の外部機器接続部７には接続アダプター２１の第２の取付部２２ｂ、接続
アダプター２１の第１の取付部２２ａには電気メス１６のコネクタ部１８がそれぞれ次の
通り接続される。
【００３６】
すなわち、鏡体部３の外部機器接続部７に接続アダプター２１の第２の取付部２２ｂを接
続する場合には接続アダプター２１の第２の取付部２２ｂが滅菌ドレープ１４の開口部１
５内に挿入されたのち、続いて鏡体部３の取付穴８に挿脱可能に挿入される。そして、取
付穴８に挿入された第２の取付部２２ｂの電気接続用の接点ピン２７ａ，２７ｂは取付穴
８の２つの円筒穴状の接点９ａ，９ｂ内に着脱可能に挿入されて嵌着され、接点ピン２７
ａ，２７ｂと接点９ａ，９ｂとの間が電気的に接続される。
【００３７】
このとき、同時に各固定ピン２９の円錐形状部２９ａが滅菌ドレープ１４を貫通して取付
穴８の周囲のピン逃げ穴１１に挿入される。これにより、滅菌ドレープ１４の開口部１５
の周縁部位が接続アダプター２１と鏡体部３の外部機器接続部７の端面との間に挟持され
た状態で固定され、本実施形態における滅菌保持手段が形成される。
【００３８】
そして、第２の取付部２２ｂの電気接続用の接点ピン２７ａ，２７ｂが取付穴８の２つの
円筒穴状の接点９ａ，９ｂ内に挿入されて嵌着された状態で、取付ねじ１３をねじ込むこ
とにより、取付ねじ１３の先端部が第２の取付部２２ｂの係合凹部２８に挿入される状態
で係合される。これにより、鏡体部３と接続アダプター２１との間が固定される。
【００３９】
次に、術具である電気メス１６を使用する場合には、電気メス１６のコネクタ部１８を接
続アダプター２１の取付穴２３に挿入する。このとき、取付穴２３に挿入されたコネクタ
部１８の電気接続用の接点ピン１９ａ，１９ｂは取付穴２３の２つの円筒穴状の接点２４
ａ，２４ｂ内に着脱可能に挿入される。そして、コネクタ部１８の電気接続用の接点ピン
１９ａ，１９ｂが取付穴２３の２つの円筒穴状の接点２４ａ，２４ｂ内に挿入されて嵌着
された状態で、接点ピン１９ａ，１９ｂと接点２４ａ，２４ｂとの間が電気的に接続され
る。
【００４０】
この状態で、取付ねじ２６を締め込むことにより、取付ねじ２６の先端部がコネクタ部本
体１８ａの係合凹部２０に挿入される状態で係合される。これにより、接続アダプター２
１とコネクタ部１８が固定される。
【００４１】
このように、電気メス１６のコネクタ部１８が接続アダプター２１を介して手術用顕微鏡
１の鏡体部３における外部機器接続部７に接続された状態で、電力供給部６からの電源お
よび制御信号はケーブル１０、接点９ａ，９ｂ、接点ピン２７ａ，２７ｂ、接点２４ａ，
２４ｂ、接点ピン１９ａ，１９ｂ、ケーブル１７を順次介して電気メス１６の内部の図示
しない電動駆動部に供給される。これにより、滅菌領域のコネクタ部１８および接点ピン
１９ａ，１９ｂと、不潔領域の電力供給部６および接点９ａ，９ｂは直接接触することな
く、電気的に接続される。そのため、電気メス８のコネクタ部１８は滅菌状態で確保され
る。
【００４２】
この状態で、術者は図示しないスイッチを操作しながら、電気メス１６への電源の供給を
ＯＮ／ＯＦＦする。これにより、電気メス１６が駆動され、術者が所望する患者Ｈの処置
等の医療行為が行われる。
【００４３】
また、術者が手術用顕微鏡１の鏡体部３の位置を変更する場合や、手術中に術具である電
気メス１６を長時間使用しない場合は、術者は取付ねじ２６を緩め、取付ねじ２６の先端
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部をコネクタ部１８の取付穴２０から引き抜く。続いて、術者はコネクタ部１８を手で保
持した状態で、接続アダプター２１からコネクタ部１８を引き抜くことで、接続アダプタ
ー２１とコネクタ部１８を取り外す。
【００４４】
なお、電気メス１６を再度使用する場合は、前述と同様な順序で接続アダプター２１とコ
ネクタ部１８を接続する。
【００４５】
そこで、上記構成のものにあっては次の効果を奏する。すなわち、本実施の形態の手術シ
ステムによれば、電気メス１６のコネクタ部１８を滅菌された接続アダプター２１を介し
て手術用顕微鏡１の鏡体部３における外部機器接続部７に着脱自在に接続させている。こ
のとき、電気メス１６のコネクタ部１８の接点ピン１９ａ，１９ｂと、電力供給部６から
の電源にケーブル１０を介して接続された手術用顕微鏡１の鏡体部３側の接点９ａ，９ｂ
との間を、接続アダプター２１の接点ピン２７ａ，２７ｂ、接点２４ａ，２４ｂを介して
電気的に導通させるようにしている。そのため、鏡体部３近傍の滅菌状態を簡単、且つ安
価に確保することができる。
【００４６】
また、本実施の形態では手術用顕微鏡１の鏡体部３を覆う滅菌ドレープ１４に開口部１５
を設けると共に、接続アダプター２１に滅菌ドレープ１４を固定する固定ピン２９を設け
、さらに鏡体部３の外部機器接続部７にピン逃げ穴１１を設けている。そのため、鏡体部
３を移動しても、滅菌ドレープ１４の開口部１５が移動することはないので、鏡体部３が
滅菌ドレープ１４の外部に露出し、鏡体部３の近傍の滅菌性が損なわれるおそれがない。
【００４７】
なお、本実施の形態では鏡体部３全体を覆う滅菌ドレープ１４を用いた例を示したが、眼
科などで行われる手術で一般に用いられているように手術中に操作を行う操作部のみを覆
うことが可能な滅菌キャップを使用しても良い。この場合においても、滅菌可能な術具（
電気メス１６）を滅菌可能な接続アダプター２１を介して鏡体部３に対し着脱可能な構成
とすることができるので、常に術具の滅菌が確保される効果がある。
【００４８】
また、本実施形態の接続アダプター２２は、術具（例えば、電気メス）から伸びるコネク
ターを接続可能な取付穴が鏡体部に設けられた手術用顕微鏡に適用可能である。つまり、
本実施形態においては、接続アダプター２１に設けられた取付穴２３が鏡体部３の取付穴
８と同じ大きさに形成されており、接続アダプター２１の第２の取付部２２ｂが電気メス
１６のコネクタ部１８と略同じ構造に形成されている。この構成によれば、鏡体部に設け
られたコネクター取付穴に接続アダプター２１の第２の取付部２２ｂを取り付けて、術具
から伸びるコネクターを接続アダプター２１の取り付け穴２３に取り付けることが可能に
なる。従って、手術用顕微鏡のコネクター取付部及び術具から伸びるコネクターに特別な
加工等を施すことなく本実施形態の接続アダプター２１を使用できるので、術具及び手術
用顕微鏡の滅菌性を確保できる。
【００４９】
また、図４乃至図６は本発明の第２の実施の形態を示すものである。本実施の形態は第１
の実施の形態（図１乃至図３参照）の手術システムの構成を次の通り変更したものである
。なお、本実施の形態では手術用顕微鏡１の主要部の基本構成は第１の実施形態とほぼ同
様なので、第１の実施形態と同一部分には同一の符号を付してその説明を省略する。
【００５０】
すなわち、本実施の形態の手術システムでは手術用顕微鏡１に接続される外部機器として
電動駆動部を有する術具である超音波プローブ５０と、電子内視鏡５１とが使用される。
【００５１】
超音波プローブ５０には、図示しない超音波振動子などの超音波観測するための電動駆動
部が内蔵されている。さらに、超音波プローブ５０の基端部にはケーブル５２の一端部が
接続されている。図５に示すようにこのケーブル５２の他端部にはコネクタ６０が接続さ
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れている。このコネクタ６０の端面６０ａは例えば略矩形状に形成されている。このコネ
クタ６０の端面６０ａには電気的接続用の接点ピン６１ａ，６１ｂが突設されている。こ
れらの接点ピン６１ａ，６１ｂはケーブル５２を介して超音波プローブ５０の内部の図示
しない超音波振動子などの駆動部と接続されている。
【００５２】
また、電子内視鏡５１には、図示しない対物光学系、照明手段、撮像手段が内蔵されてい
る。この電子内視鏡５１の基端部にはケーブル５３の一端部が接続されている。このケー
ブル５３の他端部にはコネクタ６２が接続されている。このコネクタ６２の端面６２ａは
超音波プローブ５０のコネクタ６０の略矩形状の端面６０ａとは異なる形状、例えば略円
形状に形成されている。このコネクタ６２の端面６２ａには電気的接続用の接点ピン６３
ａ，６３ｂが突設されている。これらの接点ピン６３ａ，６３ｂはケーブル５３を介して
電子内視鏡５１の内部の図示しない照明手段、撮像手段に電気的に接続されている。
【００５３】
また、手術用顕微鏡１の架台部５には制御部５６が内蔵されている。この制御部５６には
映像ケーブル５７を介して外部のモニター５８が接続されている。このモニター５８には
超音波プローブ５０および電子内視鏡５１にて観測および撮像される、患者Ｈの観察像が
表示可能になっている。
【００５４】
また、鏡体部３の外周壁面には外部機器接続用の取付凹部（電力供給部）７０が設けられ
ている。この取付凹部７０の内底部には２組の外部機器接続部７０ａ，７０ｂが左右に並
設されている。ここで、一方の外部機器接続部７０ａには２つの接点７２ａ，７２ｂが設
けられている。同様に、他方の外部機器接続部７０ｂには２つの接点７３ａ，７３ｂが設
けられている。これらの接点７２ａ，７２ｂ、７３ａ，７３ｂはアーム部４に挿通されて
いるケーブル５５を介して制御部５６に接続されている。
【００５５】
また、手術用顕微鏡１の鏡体部３およびアーム部４の一部は滅菌可能なビニール等の材質
からなるカバーである滅菌ドレープ５９によって覆われている。この滅菌ドレープ５９に
は接続アダプター５４および対物フード６８がそれぞれ滅菌を確保すべく、接着剤等で一
体に設けられている。
【００５６】
接続アダプター５４には、滅菌可能な材質で、且つ電気的に導通不可能なゴムなどの弾性
材料からなるアダプター本体５４ａが設けられている。このアダプター本体５４ａの前面
には外部機器接続用の２つの取付凹部６４，６５が左右に並設されている。ここで、一方
の取付凹部６４は超音波プローブ５０のコネクタ６０と略相似する矩形状の凹部によって
形成されている。さらに、この取付凹部６４には、電気的に導通可能な材質からなる接点
受け６６ａ，６６ｂが設けられている。これらの接点受け６６ａ，６６ｂは取付凹部６４
にコネクタ６０を挿入した際に、コネクタ６０の接点ピン６１ａ，６１ｂと相対する位置
に配置されている。
【００５７】
さらに、他方の取付凹部６５は電子内視鏡５１のコネクタ６２と略相似する円形状の凹部
によって形成されている。さらに、この取付凹部６５には、電気的に導通可能な材質から
なる接点受け６７ａ，６７ｂが設けられている。これらの接点受け６７ａ，６７ｂは取付
凹部６５にコネクタ６２を挿入した際に、コネクタ６２の接点ピン６３ａ，６３ｂと相対
する位置に配置されている。
【００５８】
また、接続アダプター５４の裏面には鏡体部３の取付凹部７０と対応する形状に形成され
た接続凸部７１が突設されている。この接続凸部７１は、滅菌ドレープ５９の内側に突出
されている。
【００５９】
さらに、対物フード６８は鏡体部３の対物レンズ枠６９と対応する形状に形成されている
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。そして、この対物フード６８は図６に示すように鏡体部３の対物レンズ枠６９の外周に
隙間無く取付可能になっている。
【００６０】
また、接続アダプター５４の接続凸部７１は、鏡体部３の取付凹部７０に挿脱可能に嵌着
されている。これにより、接続アダプター５４が鏡体部３の取付凹部７０に着脱可能に連
結されるようになっている。
【００６１】
さらに、図６に示すように接続アダプター５４における一方の取付凹部６４内の各接点受
け６６ａ，６６ｂには前面側に第１の接点穴７４ａ，７４ｂ、後面側に第２の接点穴７５
ａ，７５ｂがそれぞれ形成されている。そして、第１の接点穴７４ａ，７４ｂはコネクタ
６０を取付凹部６４に挿入した際、接点ピン６１ａ，６１ｂが嵌合される形状に形成され
ている。同様に、第２の接点穴７５ａ，７５ｂは接続アダプター５４を取付凹部７０に挿
入した際、接点７２ａ，７２ｂが嵌入される形状に形成されている。
【００６２】
なお、接続アダプター５４における他方の取付凹部６５内の各接点受け６７ａ，６７ｂも
取付凹部６４側の各接点受け６６ａ，６６ｂと同様に構成されている。
【００６３】
また、取付凹部７０の開口部の周縁部位には内部側に向けて突起部７６が突設されている
。この突起部７６の内径は取付凹部７０の内径より小径となるように設定されている。さ
らに、接続アダプター５４の接続凸部７１の外周部位には取付凹部７０の突起部７６と係
脱可能に係合する取付溝７７が設けられている。この取付溝７７は接続凸部７１を取付凹
部７０に挿入した際に突起部７６に相対する位置に設けられている。
【００６４】
また、接続アダプター５４の取付凹部６４の開口部の周縁部位には内部側に向けて突起部
７８が突設されている。この突起部７８の内径は取付凹部６４の内径より小径となるよう
に設定されている。さらに、コネクタ６０の外周部位には取付凹部６４の突起部７８と係
脱可能に係合する取付溝７９が設けられている。この取付溝７９はコネクタ６０を取付凹
部６４に挿入した際に突起部７８に相対する位置に設けられている。
【００６５】
ここで、取付凹部７０に装着された接続アダプター５４の接続凸部７１を取付凹部７０か
ら引き抜く（取り外す）作業時に要する力の大きさは、接続アダプター５４の取付凹部６
４に装着されたコネクタ６０を接続アダプター５４の取付凹部６４から引き抜く作業時に
要する力の大きさよりも、十分に大きい値に設定されている。
【００６６】
次に、上記構成の本実施の形態の作用について説明する。本実施の形態の手術用顕微鏡１
を使用する場合は、まず、鏡体部３、アーム部４を覆うように、滅菌された滅菌ドレープ
５９を被せる。その後、図６に示すように滅菌ドレープ５９の対物フード６８を鏡体部３
の対物レンズ枠６９の外周に装着する。
【００６７】
続いて、滅菌ドレープ５９に一体的に設けられている接続アダプター５４の接続凸部７１
を、鏡体部３の取付凹部７０に押し込む。この接続凸部７１の押込み作業時には、ゴムな
どの弾性材料で構成されている接続凸部７１は取付凹部７０の周縁部位の突起部７６に押
圧されて圧縮される状態に弾性変形しながら取付凹部７０内に押込まれる。この状態で、
接続アダプター５４を取付凹部７０に挿入して行くと、接続アダプター５４の取付溝７７
が突起部７６と対応する位置まで挿入された時点で、接続凸部７１の弾性変形が戻り、突
起部７６が取付溝７７に嵌り込む。これにより、接続アダプター５４が鏡体部３の取付凹
部７０に固定される。
【００６８】
この接続アダプター５４の取付け時には、接続アダプター５４の取付け動作と同時に接続
アダプター５４の接点受け６６ａ，６６ｂの第２の接点穴７５ａ，７５ｂに、取付凹部７
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０の接点７２ａ，７２ｂが嵌着し、接点受け６６ａ，６６ｂと接点７２ａ，７２ｂとが電
気的に接続される。このとき同時に、接点受け６７ａ，６７ｂでも同様に接点受け６７ａ
，６７ｂと取付凹部７０の接点７３ａ，７３ｂとが電気的に接続される。
【００６９】
次に、術具である超音波プローブ５０を使用する場合は、コネクタ６０を接続アダプター
５４の取付凹部６４に押し込み、装着する。コネクタ６０を接続アダプター５４の取付凹
部６４に押し込む際には、取付凹部６４の周縁部位の突起部７８がコネクタ６０の端面６
０ａに押圧されて押し広げられる状態に弾性変形する。この状態で、コネクタ６０をさら
に取付凹部６４に挿入して行くと、コネクタ６０の取付溝７９が突起部７８と対応する位
置まで挿入された時点で、取付凹部６４の突起部７８の弾性変形が戻り、取付溝７９に嵌
り込む。これにより、コネクタ６０が接続アダプター５４に固定される。
【００７０】
このコネクタ６０の挿入作業時には、コネクタ６０の固定動作と同時に接続アダプター５
４の接点受け６６ａ，６６ｂの第１の接点穴７４ａ，７４ｂにコネクタ６０の接点ピン６
１ａ，６１ｂが嵌着し、接点受け６６ａ，６６ｂと第１の接点ピン６１ａ，６１ｂとが電
気的に接続される。
【００７１】
これにより、超音波プローブ５０の図示しない駆動部は、ケーブル５２、接点ピン６１ａ
，６１ｂ、接点受け６６ａ，６６ｂ、接点７２ａ，７２ｂ、ケーブル５５を順次介して、
手術用顕微鏡１の架台部５に内蔵された制御部５６と電気的に接続され、電源および制御
信号が供給される。
【００７２】
この状態で、術者は超音波プローブ５０を手で把持し、手術用顕微鏡１で患者Ｈの所望の
術部を観察しながら、超音波プローブ５０を術部に当てつける。このとき、超音波プロー
ブ５０の図示しない駆動部からの術部の観察像は、制御部５６から映像ケーブル５７を介
してモニター５８に伝送され、モニター５８の画面に表示される。これにより、術者は、
超音波観測を行う。
【００７３】
また、手術顕微鏡１の位置を変更する、もしくは術具である超音波プローブ５０を使用し
ない場合は、超音波プローブ５０のコネクター６０を接続アダプター５４の取付凹部６４
から引き抜く。そして、超音波プローブ５０を手術の邪魔にならない位置に置き、手術用
顕微鏡１の操作および手術作業などを行う。
【００７４】
また、術具である電子内視鏡５１を使用する場合は、超音波プローブ５０を使用する場合
と同様に、コネクタ６２を取付凹部６５に装着する。このコネクタ６２の接続作業により
、接続アダプター５４の接点受け６７ａ、６７ｂが、コネクタ６２の接点ピン６３ａ，６
３ｂと電気的に接続される。
【００７５】
これらにより、電子内視鏡５１の内部に設けられた図示しない対物光学系、照明手段、撮
像手段は、ケーブル５３、接点ピン６３ａ，６３ｂ、接点受け６７ａ、６７ｂ、接点７３
ａ，７３ｂ、ケーブル５５を順次介して、手術用顕微鏡１の架台部５に内蔵された制御部
５６と電気的に接続され、電源および制御信号が伝達される。
【００７６】
この状態で、術者は電子内視鏡５１を手で把持し、手術用顕微鏡１で患者Ｈの所望の術部
を観察しながら、手術用顕微鏡１の死角部分を観察すべく、手術用顕微鏡１の観察下で電
子内視鏡５１を術部に挿入する。このとき、電子内視鏡５１の撮像手段により撮像される
観察像は、制御部５６から映像ケーブル５７を介して、モニター５８に伝送され、モニタ
ー５８の画面に表示される。これにより、術者は、内視鏡観察を行う。
【００７７】
また、手術用顕微鏡１の位置を変更する、または術具である電子内視鏡５１を使用しない
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場合は、電子内視鏡５１のコネクター６１を接続アダプター５４の取付凹部６５から引き
抜く。この状態で、電子内視鏡５１を手術の邪魔にならない位置に置き、手術用顕微鏡１
の操作等を行う。
【００７８】
なお、本実施の形態では、術具を超音波プローブ５０、電子内視鏡５１としたが、手術用
顕微鏡１とともにシステムを構成する術具としてはこれらに限定されるものではなく、焼
灼装置や、超音波メスなどの電気的に駆動する術具であってもよい。また、各術具はそれ
ぞれの電気的な接続接点を２箇所としたが、この数に限定されるものではない。
【００７９】
そこで、上記構成のものにあっては次の効果を奏する。すなわち、本実施の形態では手術
用顕微鏡１の鏡体部３およびアーム部４を覆う、滅菌可能なドレープ５９に接続アダプタ
ー５４を接着材等により、一体的に設けている。そのため、接続アダプター５４を鏡体部
３に装着する際、術者は不潔部分に触れる恐れが全くなく、また、滅菌ドレープ５９の位
置合わせに気を使う必要もなく、容易に接続アダプター５４を鏡体部３に装着できる効果
がある。
【００８０】
また、術者が手術中に誤って接続アダプター５４を外してしまった場合でも、鏡体部３な
どの不潔部分が滅菌ドレープ５９内部から露出しないため、滅菌ドレープ５９の鏡体部３
の近傍が不潔になる恐れが全くない。
【００８１】
さらに、接続アダプター５４に術具（超音波プローブ５０および電子内視鏡５１）が装着
可能な複数の取付凹部６４，６５を設けている。そのため、手術用顕微鏡１による観察下
で、複数の術具を同時に用いた手術を行うことが可能であり、手術効率が向上する。
【００８２】
さらに、超音波プローブ５０のコネクタ６０、電子内視鏡５１のコネクタ６２は、それぞ
れに相対する取付凹部６４，６５以外には装着できない異なる形状を有している。そのた
め、術者は複数の術具を使用する際に、各術具のコネクタ６０、６２を誤って異なる取付
凹部６４，６５に取り付けてしまう恐れがなく、容易に術具を着脱することができる。
【００８３】
更に、取付凹部６４，６５及び取付凹部７０は、各々異なる形状をしており、接続アダプ
ター５４の接続凸部７１が取付凹部７０に装着されていない状態では、コネクタ６０及び
コネクタ６２が手術用顕微鏡の鏡体部３に取り付けることができない構成になっている。
この構成により接続アダプター５４が装着されていない状態で、誤ってコネクタ６０及び
コネクタ６２を取付凹部７０に装着することがなくなり、術具及び手術用顕微鏡の滅菌性
を確保できる。
【００８４】
また、図７乃至図９は本発明の第３の実施の形態を示すものである。本実施の形態は第１
の実施の形態（図１乃至図３参照）の手術システムの構成を次の通り変更したものである
。なお、本実施の形態では手術用顕微鏡１の主要部の基本構成は第１の実施形態とほぼ同
様なので、第１の実施形態と同一部分には同一の符号を付してその説明を省略する。
【００８５】
すなわち、本実施の形態の手術システムでは手術用顕微鏡１に接続される外部機器（手術
装置）として図示しない電動駆動部を有する第１の術具である電気メス１６と、超音波振
動により処置部位を破砕する図示しない電動駆動部を有する第２の術具である超音波メス
１０２（例えば特開平９－２９９３８１号公報参照）とが使用される。
【００８６】
また、手術用顕微鏡１の鏡体部３の外周壁面にはこれらの外部機器が接続される外部機器
接続部（電力供給部）１０７と、手術装置の出力信号を電気的に制御入力する入力手段１
１０とが設けられている。外部機器接続部１０７には図８に示すように鏡体部３の外周壁
面から外側に突出された凸部１０７ａが設けられている。この凸部１０７ａの先端面には
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複数、本実施の形態では４つの略円筒形状の接点１０８ａ～１０８ｄと、１つのねじ穴部
１１３とが設けられている。各接点１０８ａ～１０８ｄと、入力手段１１０との間はケー
ブル１０９を介して接続されている。さらに、入力手段１１０はアーム部４および架台部
５内に挿通されたケーブル１１１を介して架台部５内に設けられた制御手段１１２に接続
されている。
【００８７】
また、本実施の形態の手術用顕微鏡１には鏡体部３の外周面全体を覆う、塩化ビニールな
どで構成された滅菌可能なカバーである滅菌ドレープ１１４が装着されている。
【００８８】
外部機器接続部１０７の凸部１０７ａには接続アダプター１０６が着脱自在に接続される
。この接続アダプター１０６には電気的導通が不可能な材質で構成されたアダプター本体
１１５が設けられている。このアダプター本体１１５には電気的導通が可能な材質で構成
されている４つの接点ピン１１６ａ～１１６ｄがこのアダプター本体１１５を貫通する状
態で一体的に並設されている。各接点ピン１１６ａ～１１６ｄは外部機器接続部１０７の
各接点１０８ａ～１０８ｄと相対する位置に設けられている。
【００８９】
さらに、各接点ピン１１６ａ～１１６ｄの一端部はアダプター本体１１５の外部側に突出
されている。そして、各接点ピン１１６ａ～１１６ｄの突出部の先端には滅菌ドレープ１
１４を貫通すべく、円錐形状部が形成されている。
【００９０】
また、アダプター本体１１５には取付ねじ１１７の軸部が挿通され、回動自在に支持され
ている。この取付ねじ１１７は接続アダプター１０６を鏡体部３の外部機器接続部１０７
に取り付ける際に、ねじ穴部１１３と相対する位置に配置されている。さらに、取付ねじ
１１７の一端部には、鏡体部３のねじ穴部１１３に螺合するねじ部１１８が設けられてい
る。このねじ部１１８の先端部は滅菌ドレープ１１４を貫通すべく、円錐形状を有してい
る。なお、取付ねじ１１７の他端部には、操作つまみ１１７ａが設けられている。
【００９１】
また、接続アダプター１０６のアダプター本体１１５の前面には鏡体部３の外部機器接続
部１０７の凸部１０７ａに着脱自在な凹形状を有する第１の取付凹部１１９が設けられて
いる。さらに、接続アダプター１０６のアダプター本体１１５の後面には第２の取付凹部
１２０が設けられている。この接続アダプター１０６の第２の取付凹部１２０は電気メス
１６の後述するコネクタ１００、または超音波メス１０２の後述するコネクタ１０４のい
ずれか一方が選択的に着脱自在に連結される凹形状に形成されている。なお、アダプター
本体１１５の第２の取付凹部１２０側の内底部には永久磁石などの磁性体である吸着部１
２１が複数設けられている。
【００９２】
また、本実施の形態の電気メス１６には、この電気メス１６の内部に設けられた図示しな
い電動駆動部のＯＮ／ＯＦＦを切り替える図示しない電源供給ＯＮ／ＯＦＦスイッチが設
けられている。さらに、電気メス１６のケーブル１７の端部に接続されているコネクタ１
００には２つの接点１０１ａ，１０１ｂと、複数の被吸着部１２３と、１つの開口部１２
４とが設けられている。ここで、２つの接点１０１ａ，１０１ｂは接続アダプター１０６
のいずれかの位置の２つの接点ピン、例えば接点ピン１１６ｃ，１１６ｄと対応する位置
に配置されている。さらに、複数の被吸着部１２３は接続アダプター１０６の各吸着部１
２１と対応する位置、開口部１２４は接続アダプター１０６の取付ねじ１１７と対応する
位置にそれぞれ配置されている。
【００９３】
また、被吸着部１２３は、接続アダプター１０６の吸着部１２１の磁性体が吸着可能な金
属等の材質で構成されている。さらに、コネクタ１００の開口部１２４は接続アダプター
１０６の取付ねじ１１７の操作つまみ１１７ａが挿入可能な大きさおよび深さに形成され
ている。
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【００９４】
また、超音波メス１０２には、図示しない電動駆動部のＯＮ／ＯＦＦを切り替える図示し
ない電源供給ＯＮ／ＯＦＦスイッチが設けられている。この超音波メス１０２の基端部に
は電動駆動部に電源および制御信号を供給する電気ケーブル１０３の一端が一体に接続さ
れている。この電気ケーブル１０３の他端にはコネクタ１０４が一体的に設けられている
。このコネクタ１０４には２つの接点１０５ａ，１０５ｂと、複数の被吸着部１２３と、
１つの開口部１２４とが設けられている。ここで、２つの接点１０５ａ，１０５ｂは接続
アダプター１０６のいずれかの位置の２つの接点ピン、例えば接点ピン１１６ａ，１１６
ｂと対応する位置に配置されている。さらに、複数の被吸着部１２３は接続アダプター１
０６の各吸着部１２１と対応する位置、開口部１２４は接続アダプター１０６の取付ねじ
１１７と対応する位置にそれぞれ配置されている。
【００９５】
そして、接続アダプター１０６の第２の取付凹部１２０には電気メス１６のコネクタ１０
０、または超音波メス１０２のコネクタ１０４のいずれか一方が選択的に着脱自在に連結
されるようになっている。
【００９６】
次に、上記構成の作用について説明する。本実施の形態の手術システムの使用時には、術
者はまず、手術用顕微鏡１の鏡体部３全体およびアーム部４の一部を覆う滅菌可能なドレ
ープ１１４を装着する。続いて、接続アダプター１０６の第１の取付凹部１１９を鏡体部
３の接続部１０７に挿入しながら、取付ねじ１１７を回転させる。
【００９７】
この時、取付ねじ１１７のねじ部１１８および接点ピン１１６ａ～１１６ｄの先端部がド
レープ１１４を貫通する。そして、各接点ピン１１６ａ～１１６ｄが鏡体部３の外部機器
接続部１０７の各接点１０８ａ～１０８ｄに嵌着し、各接点ピン１１６ａ～１１６ｄと各
接点１０８ａ～１０８ｄとが電気的に接続される。更に、取付ねじ１１７を回転させてこ
の取付ねじ１１７のねじ部１１８をねじ穴部１１３に螺合させることにより、接続アダプ
ター１０６の第１の取付凹部１１９が鏡体部３の外部機器接続部１０７に嵌着された状態
で、固定される。
【００９８】
この状態で、次に術具が接続アダプター１０６の第２の取付凹部１２０に連結される。こ
こで、超音波メス１０２を使用する場合には、コネクタ１０４を接続アダプター１０６の
第２の取付凹部１２０に挿入する。このコネクタ１０４の挿入作業時には、接続アダプタ
ー１０６の吸着部１２１の磁力によりコネクタ１０４の被吸着部１２３が吸着部１２１に
吸着され、接続アダプター１０６とコネクタ１０４との間が固定される。この時、同時に
接点ピン１１６ａと接点１０５ａとの間、および接点ピン１１６ｂと接点１０５ｂとの間
が接触し、電気的に接続される。
【００９９】
さらに、このコネクタ１０４の挿入作業時には、同時にコネクタ１０４の開口部１２４に
取付ねじ１１７の操作つまみ１１７ａが入り込む。これにより、取付ねじ１１７は外部か
ら操作不可能な状態となる。
【０１００】
この状態で、術者は超音波メス１０２を手で把持し、手術用顕微鏡１の観察下で超音波メ
ス１０２の先端部を観察しながら、患者Ｈの術部に超音波メス１０２を誘導する。
【０１０１】
その後、術者は図示しない電源供給ＯＮ／ＯＦＦスイッチを操作する。これにより、超音
波メス１０２の内部の図示しない電動駆動部に電源が供給され、超音波メス１０２が駆動
する。この状態で、術者は患者Ｈの術部の処置等の医療行為を行う。なお、術者は鏡体部
３の入力手段１１０を操作することにより、超音波メス１０２の駆動出力状態を所望の出
力に設定することができる。
【０１０２】
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また、手術用顕微鏡１の観察方向を変更する場合には、手術用顕微鏡１の鏡体部３の位置
を変更する。ここで、超音波メス１０２を一時的に使用しない場合は、術者は超音波メス
１０２のコネクタ１０４を保持し、コネクタ１０４を吸着部１２１とコネクタ１０４の被
吸着部１２３との吸着力より大きな力で引っ張る。これにより、コネクタ１０４を接続ア
ダプター１０６から取り外した後、手術用顕微鏡１の鏡体部３の位置を変更する作業や、
手術用顕微鏡１の観察下での手術作業が行われる。
【０１０３】
また、術具として電気メス１６を使用する場合には、前述の超音波メス１０２と同様に、
術者はコネクタ１００を接続アダプター１０６の第２の取付凹部１２０に挿入する。この
とき、接続アダプター１０６の吸着部１２１とコネクタ１００の被吸着部１２３とが吸着
され、接続アダプター１０６の第２の取付凹部１２０にコネクタ１００が固定される。
【０１０４】
このコネクタ１００の接続作業時には、接続アダプター１０６のいずれかの位置の接点ピ
ン、例えば接点ピン１１６ｃと接点１０５ａとの間、および接点ピン１１６ｄと接点１０
５ｂとの間がそれぞれ接触し、電気的に接続される。この状態で、術者は電気メス１６を
手で把持し、手術用顕微鏡１の観察下で電気メス１６を患者Ｈの術部の所望する位置に導
く。
【０１０５】
その後、術者は図示しない電源供給ＯＮ／ＯＦＦスイッチを操作する。これにより、電気
メス１６の内部の図示しない電動駆動部に電源が供給され、電気メス１６が駆動する。こ
の状態で、術者は患者Ｈの術部の処置等の手術作業を行う。なお、術者は鏡体部３の入力
手段１１０を操作することにより、電気メス１６の駆動出力状態を所望の出力に設定する
ことができる。
【０１０６】
また、電気メス１６を鏡体部３の接続アダプター１０６から取り外す場合には、コネクタ
１０３を接続アダプター１０６から取り外す方向に引っ張ることで達成される。
【０１０７】
そこで、上記構成のものにあっては次の効果を奏する。すなわち、本実施形態では接続ア
ダプター１０６の接点ピン１１６ａ～１１６ｄの先端を円錐形状とし、ビニール等の材質
である滅菌ドレープ１１４を貫通可能な構成としている。そのため、第１の実施形態のよ
うに滅菌ドレープ１４に接続アダプター２１の取付用の開口部１５を設けたり、第２実施
形態のように滅菌ドレープ５９自体に接続アダプター５４を有する専用の滅菌ドレープを
必要とせず、一般的に用いられる滅菌ドレープが使用可能であるため、ランニングコスト
が抑えられる。
【０１０８】
また、本実施の形態では術具である超音波メス１０２のコネクタ１０４の２つの接点１０
１ａ，１０１ｂと、電気メス１６のコネクタ１００の２つの接点１０５ａ，１０５ｂとを
それぞれ異なる位置に設け、且つ接続アダプター１０６にそれぞれに対応する接点ピン１
１６ａ～１１６ｄを設けている。そのため、異なる駆動手段を有する術具を同一の接続ア
ダプター１０６の第２の取付凹部１２０に接続することが可能であるため、取付を誤るこ
とは無く、容易に術具を着脱することができる。
【０１０９】
更に、接続アダプター１０６に永久磁石などの吸着部１２１を設け、各コネクタ１００、
１０４に被吸着部１２３をそれぞれ設けたため、接続アダプター１０６の第２の取付凹部
１２０にコネクタ１００、１０４を挿脱するという簡単な作業でコネクタ１００、１０４
の着脱作業が行える。
【０１１０】
また、接続アダプター１０６にコネクタ１００、１０４を取り付けた際、接続アダプター
１０６を鏡体部３に接続する取付ねじ１１７が、コネクタ１００、１０４の開口部１２４
に嵌まり込む構成としている。そのため、コネクタ１００、１０４を外す際に誤って接続
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アダプター１０６を外し、鏡体部３の近傍を不潔にしてしまう恐れが全くない。
【０１１１】
なお、本実施の形態では、手術装置として超音波メス、電気メスを使用した場合を示した
が、手術用顕微鏡とともに手術システムを構成する手術装置としてはこれらに限定される
ものではなく、焼灼装置や、超音波プローブ、電子内視鏡などの電気的に駆動する手術装
置であってもよい。
【０１１２】
また、接続アダプター１０６の接点ピン１１６ａ，１１６ｂ、１１６ｃ，１１６ｄおよび
取付ねじ１１７のねじ部１１８の先端は、滅菌ドレープ１１４を貫通するべく、円錐形状
としたが、円錐形状に限定されるものではなく、滅菌ドレープ１１４を貫通できる形状で
あれば、いかなる形状であってもよい。
【０１１３】
さらに、本発明は上記実施の形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない
範囲で種々変形実施できることは勿論である。
次に、本出願の他の特徴的な技術事項を下記の通り付記する。
記
（付記項１）　術部に対し、医療行為を行うための電気的に駆動する術具と、前記術部を
光学観察可能な手術用顕微鏡と、
前記手術用顕微鏡に設けられ、前記術具に対し、電力供給可能な電力供給部と、前記電力
供給部に対して着脱自在に固定されると共に、前記術具と前記電力供給部とを電気的に接
続する、滅菌可能な接続アダプターとを備えることを特徴とする手術装置。
【０１１４】
（付記項２）　更に、前記手術用顕微鏡を覆うことで滅菌を保つ滅菌ドレープと、前記接
続アダプターに設けられ、前記接続アダプターと前記電力供給部との間の電気的な接続、
及び前記滅菌ドレープによる前記手術用顕微鏡の滅菌状態を保つための滅菌保持手段（上
述の実施形態における固定ピン２９とピン逃げ穴１１、接着材）とを有することを特徴と
する付記項１の手術装置。
【０１１５】
（付記項３）　更に、前記滅菌ドレープと、前記接続アダプターを固定するために前記電
力供給部に設けられた固定部（上述の実施形態におけるピン逃げ穴１１、接続部１０７）
と、前記接続アダプターに設けられ、前記アダプターと前記電力供給部との間の電気的な
接続、及び前記滅菌ドレープによる前記手術用顕微鏡の滅菌状態を保つように前記固定部
と係合可能な係合部（上述の実施形態における固定ピン２９、第１の取付凹部１１９）と
を有することを特徴とする付記項１の手術装置。
【０１１６】
（付記項４）　前記接続アダプターが、滅菌ドレープと一体的に設けられていることを特
徴とする付記項１～２の手術装置。
【０１１７】
（付記項５）　前記接続アダプターに設けられた、前記術具と接続アダプターとの接続部
と、電力供給部と接続アダプターの取付部が異なる形状を有することを特徴とする付記項
１～４の手術装置。
【０１１８】
（付記項６）　前記接続アダプターに、前記術具が接続可能な接続部（上述の実施形態に
おける取付凹部６４、６５）が複数設けられていることを特徴とする付記項１～５の手術
装置。
【０１１９】
（付記項７）　前記接続アダプターに、前記術具を取り付けた際、接続アダプターと電力
供給部の接続が、分離不能な制限手段（上述の実施形態における開口部１２４）を設けた
ことを特徴とする付記項１～６の手術装置。
【０１２０】
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（付記項８）　術部に対し、医療行為を行うための電気的に駆動する術具と、前記術部を
光学観察可能な手術用顕微鏡と、前記手術用顕微鏡に設けられ、前記術具に対し、電力供
給可能な電力供給部と、前記術具に対する、電力供給部からの電気信号を制御する制御手
段と、前記手術用顕微鏡の鏡体部近傍に設けられ、前記制御手段に前記術具に供給する設
定・変更可能な入力手段を有することを特徴とする手術装置。
【０１２１】
（付記項９）　術部を観察もしくは処置する少なくとも１つの電動駆動部を有する手術装
置と、
手術用顕微鏡に設けられ、前記手術装置に電源もしくは電気信号を供給する少なくとも１
つの電気的な接続部と、
前記手術装置と前記接続部とを接続する接続手段と、
前記接続手段に設けられ前記手術装置と前記接続部を電気的に接続可能な接点部と、
前記接続手段に設けられ前記手術装置と接続手段を隔離した位置に配置すると共に、前記
スコープを着脱可能に接続する取付部と、
前記接続手段に設けられ前記接続部と着脱可能な取付部を有することを特徴とする手術シ
ステム。
【０１２２】
（付記項１０）　術部を観察もしくは処置する少なくとも１つの電動駆動部を有する滅菌
可能な手術装置と、
術部を拡大観察する観察光学系を有する手術用顕微鏡と、
前記手術用顕微鏡を滅菌状態で覆う滅菌カバーと、
前記手術用顕微鏡の鏡体部に設けられ前記手術装置に電源もしくは電気信号を供給する少
なくとも１つの電気的な接続部と、
前記手術装置と前記接続部との間に配置され、前記手術装置と前記接続部を電気的に接続
可能な接点部を有する接続手段と、
前記接続手段に設けられ、前記滅菌カバー内に配置された、前記接続部が着脱可能な取付
部と、
前記接続手段に設けられ、前記滅菌カバー外に配置された、前記手術装置が着脱可能な取
付部と、
を有したことを特徴とする手術システム。
【０１２３】
（付記項１１）　前記接続手段は滅菌可能な材質からなることを特徴とする付記項９～１
０の手術システム。
【０１２４】
（付記項１２）　前記接続手段に、手術用顕微鏡を覆うことで滅菌を保つ滅菌ドレープの
固定手段を有したことを特徴とする付記項９～１１の手術システム。
【０１２５】
（付記項１３）　前記接続手段が、滅菌ドレープと一体的に設けられていることを特徴と
する付記項９～１２の手術システム。
【０１２６】
（付記項１４）　前記接続手段の接続部との取付部と、手術装置との取付部が異なる形状
を有していることを特徴とする付記項９～１３の手術システム。
【０１２７】
（付記項１５）　前記接続手段に、手術装置を接続する取付部が複数設けられていること
を特徴とする付記項９～１４の手術システム。
【０１２８】
（付記項１６）　前記接続手段に、手術装置を取り付けた際、前記接続手段と接続部の取
付手段が、操作できないことを特徴とする付記項９～１５の手術システム。
【０１２９】
（付記項１７）　術部を観察もしくは処置する少なくとも１つの電動駆動部を有する手術
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装置と、前記手術装置の電源もしくは電気的信号を制御する制御手段と、前記手術装置に
電源もしくは電気的信号を供給する少なくとも１つの電気的な接続部を手術用顕微鏡鏡体
部に設けた手術システムにおいて、前記制御手段の設定を入力する入力手段を、前記手術
用顕微鏡鏡体部に設けたことを特徴とする手術システム。
【０１３０】
（付記項１～９の従来技術）　本発明は電動駆動される手術装置を用いて、術部を観察も
しくは処置を手術用顕微鏡下で行う手術用顕微鏡システムに関する。
【０１３１】
近年、手術用顕微鏡の観察下で、手術用顕微鏡では観察できない死角部分を観察する内視
鏡や、術部の処置を行う、例えば電気メスなどの手術装置と手術用顕微鏡とを併用する手
術用顕微鏡システムが開示されている。
【０１３２】
例えば特開２０００－２１０３０２号公報（第１の先行例）では、手術用顕微鏡と電動駆
動される手術装置を併用する手術システムが開示されている。この手術用顕微鏡システム
は、手術用顕微鏡内部に手術装置へ電源を供給する信号線を配置し、手術用顕微鏡の鏡体
部に、手術装置が電気的に接続可能な電気的接続部が設けられている。（第１実施形態）
この手術用顕微鏡システムによれば、術部近傍（清潔領域）で使用される手術装置と、手
術用顕微鏡の鏡体部（不潔）とを接続することで、前記手術装置に電源が供給される。従
って、従来のように手術装置の電源部（一般的には不潔であり、術部から遠くに配置）に
前記手術装置を直接接続する必要がないため、接続作業を術者一人で行え、手術装置を使
用する際のセットアップ作業は容易である。
【０１３３】
また、特開２００１－２０８９７８号公報（第２の先行例）では、手術用顕微鏡と前記手
術用顕微鏡の死角を観察する補助観察手段（ファイバースコープ）を併用する手術用顕微
鏡が開示されている。この手術用顕微鏡は、鏡体部に手術用顕微鏡の死角を観察する補助
観察手段が、滅菌可能なアダプターを介して、前記鏡体部と空間的に分離、且つ光学的に
接続可能な構成となっている。（第４実施形態）
この手術用顕微鏡によれば、術部近傍（清潔領域）で使用され、滅菌を保つ必要のある補
助観察手段（ファイバースコープ）と手術用顕微鏡（不潔）が滅菌可能なアダプターを介
して接続されるため、前記補助観察手段と手術用顕微鏡が直接接触することはなく、前記
補助観察手段を手術中に着脱しても、補助観察手段の滅菌は常に確保される。
【０１３４】
（付記項１～９が解決しようとする課題）　手術用顕微鏡の観察下で内視鏡や処置具など
、術部に挿入し観察もしくは処置という医療行為を行う術具を操作する場合には、術具を
術者が手で保持して、顕微鏡観察下（光学観察下）で術部へ誘導する。また、手術の進行
状態により、一時的に術具を使用しない場合や、顕微鏡の鏡体部の位置および観察方向を
変更する場合には、術部での作業空間の確保、および顕微鏡操作を行い易くするため、術
具は術部から遠ざける、もしくは簡単に手術用顕微鏡から分離できることが望ましい。
【０１３５】
また、一般に手術用顕微鏡はそれ自体が滅菌、消毒することが難しいため、術部近傍の鏡
体部外表面の滅菌を確保するため、鏡体部全体を覆う滅菌ドレープを装着して使用される
。
【０１３６】
しかし、第１の先行例では、手術用顕微鏡に設けられた電気的接続部４２に、術具である
電気メス３のコネクタ５１が直接接触することで、電気的接続を達成する構成であるため
、術具を手術用顕微鏡に取り付けると、前記手術用顕微鏡とコネクタ５１の接触部は不潔
となる。従って、手術用顕微鏡の鏡体部の位置を移動させる場合、電気メス３を手で保持
しながら鏡体部の位置を移動させる必要があり、非常に操作しにくかった。また、電気メ
ス３をしばらく使用しない場合でも、術者は電気メス３を取り外すことなく、術部近傍に
電気メス３を配置した状態で手術作業を行う必要があり、ケーブルが手術の邪魔になって
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いた。更に、手術用顕微鏡からコネクタ５１を取り外した場合、コネクタ５１の不潔部分
が清潔な術部に露出するため、不潔部分を術者は手術用顕微鏡の鏡体部や術者自身に触れ
ないように扱う必要があり、非常に煩わしかった。
【０１３７】
第２の先行例は、上記問題を解決すべく、内視鏡などの補助観察手段（術具）と手術用顕
微鏡を空間的に分離し、且つ光学的に着脱自在な構成としたため、術者が手術用顕微鏡を
操作する際に、補助観察手段である内視鏡を手術用顕微鏡から取り外しても、内視鏡およ
び手術用顕微鏡の鏡体近傍の滅菌は確保される。
【０１３８】
しかし、第２の先行例の例えば実施形態２記載の、滅菌可能な超音波プローブ（術具）に
おいては、手術用顕微鏡に設けられた信号線の伝達部が、前記超音波プローブのコネクタ
に接触することで、電気信号を伝達する構成であるため、第１の先行例と同様に超音波プ
ローブを手術用顕微鏡に取付けると、前記コネクタと手術用顕微鏡の接触部は不潔となる
。従って、手術用顕微鏡から超音波プローブのコネクタを取り外した際、コネクタの不潔
部分が露出するため、第１の先行例と同じ問題がある。また、同様に一般に用いられる電
子内視鏡などの電気的な接続部を有する補助観察装置においても、電子内視鏡と手術用顕
微鏡の接続部の滅菌は確保できない。
【０１３９】
（付記項１～９の目的）　本発明は、電気的な接続部を有する内視鏡もしくは処置具など
の術具を手術用顕微鏡に着脱しても、前記術具および手術用顕微鏡の鏡体部近傍の滅菌が
確実に確保できる手術装置を提供することを目的とする。
【０１４０】
（付記項１～９の課題を解決するための手段）　術部に対し、医療行為を行うための電気
的に駆動する術具と、前記術部を光学観察可能な手術用顕微鏡と、
前記手術用顕微鏡に設けられ、前記術具に対し、電力供給可能な電力供給部と、前記電力
供給部に対して着脱自在に固定されると共に、前記術具と前記電力供給部とを電気的に接
続する、滅菌可能な接続アダプターとを備えることを特徴とする。
【０１４１】
（付記項１～９の作用）　術部を観察もしくは処置するなどの医療行為を行う滅菌可能な
術具に電力を供給する、手術用顕微鏡の鏡体部に設けられた電力供給部に、滅菌可能な接
続アダプターを接続し、更に前記接続アダプターに術具を接続すると、前記接続アダプタ
ーと術具が電力供給部に、前記接続アダプターを介して電気的に接続され、電源もしくは
電気信号が前記術具に供給される。然るに、術者は前記術具を手術用顕微鏡観察下で術部
に誘導し、前記術具で術部を観察、もしくは処置するなどの医療行為を行う。
【０１４２】
次に、術者が前記術具を使用しない場合や、手術用顕微鏡を移動させる際には、前記術具
を前記接続アダプターから取り外しても、前記術具の滅菌は確保される。
【０１４３】
（付記項１～９の効果）　本発明によれば、術部を観察もしくは処置する医療行為を行う
電動駆動部を有する術具を手術用顕微鏡に設けられた電力供給部に対し、滅菌可能な接続
アダプターを介して着脱可能とし、且つ、前記接続アダプターに前記術具に設けられたコ
ネクタと電力供給部に設けられた接点とを、導通可能にする導通手段を設けたため、術具
を手術用顕微鏡から着脱しても術具および手術用顕微鏡鏡体部近傍の滅菌性は確保される
。
【０１４４】
【発明の効果】
　本発明によれば、電気的な接続部を有する内視鏡もしくは処置具などの術具を手術用顕
微鏡に着脱しても、術具および手術用顕微鏡の鏡体部近傍の滅菌が確実にできる手術シス
テムを提供できるようになる。
【図面の簡単な説明】
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【図１】　本発明の第１の実施の形態の手術システム全体の概略構成を示す側面図。
【図２】　第１の実施の形態の手術システムにおける接続アダプターの連結前の状態を示
す要部の縦断面図。
【図３】　第１の実施の形態の手術システムにおける接続アダプターの連結状態を示す要
部の縦断面図。
【図４】　本発明の第２の実施の形態の手術システム全体の概略構成を示す側面図。
【図５】　第２の実施の形態の手術システムにおける接続アダプターの連結前の状態を示
す要部の斜視図。
【図６】　第２の実施の形態の手術システムにおける接続アダプターの連結状態を示す要
部の縦断面図。
【図７】　本発明の第３の実施の形態の手術システム全体の概略構成を示す側面図。
【図８】　第３の実施の形態の手術システムにおける接続アダプターの連結前の状態を示
す要部の縦断面図。
【図９】　第３の実施の形態の手術システムにおける接続アダプターの連結状態を示す要
部の縦断面図。
【符号の説明】
１　　手術用顕微鏡
７　　外部機器接続部
８　　取付穴
９ａ，９ｂ　　接点（電気的な接続部）
１６　　電気メス（手術装置）
１８　　コネクタ部
１９ａ，１９ｂ　　接点ピン
２１　　接続アダプター（接続手段）
２２ａ　　第１の取付部
２２ｂ　　第２の取付部
２４ａ，２４ｂ　　接点（接点部）
２７ａ，２７ｂ　　接点ピン（接点部）
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